
本プログラムの趣旨

　本プログラムは、当会会員企業の
若手経営幹部候補社員を米国に派
遣し、企業や大学、研究機関、ベン
チャーキャピタルや起業支援団体な
どとの対話や交流を通じ、起業家精
神とイノベーションに触れ、新たな
ビジネスモデルの創出と企業の革新
について学ぶために設置されたもの
である。今年度も過去２回同様、
8名が研修生として参加した。

2013年度実施結果

　今年度は昨年度までの実施内容
に加え、米国の産業クラスターと関
西文化学術研究都市(けいはんな学
研都市)の事例比較も行い、産学官
連携により経済成長を遂げる地域に
おける企業・大学・公的機関のかか
わりやエコシステムの形成について
考察。昨年度に引き続き、プログラ
ムコーディネーターである関西学院
大学専門職大学院の定藤教授と立

命館大学ＭＯＴ大学院の玄場教授
の指導のもと、半年間にわたる研修
を実施した（図）。
■事前研修

　６月から８月にかけて実施した事
前研修では、講義やグループディス
カッションを通じて、シリコンバレー
や日本の現状、日本・関西の抱える
課題、事業戦略の策定方法などに
ついて学んだ。
　加えて、日本における産業クラス
ターの事例を学ぶためけいはんな
学研都市を視察。関西文化学術研

起業家精神涵養のための
「若手経営幹部候補米国派遣プログラム2013」
関経連では、2010年の関西財界セミナーでのルース前駐日米国大使による「イノベーションと起業家精神の
あり方」と題した特別講演をきっかけに、2011年度より駐大阪・神戸米国総領事館との共同事業として「若
手経営幹部候補米国派遣プログラム」を立ち上げた。３回めの実施となった今年度は、若手経営幹部候補８
名が2013年６月から11月にかけて米国および日本国内で研修を受け、12月に研修成果の報告会を行った。
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＜企業＞
Net App社、Red Hat社、3M社 など
＜大学＞
ノースカロライナ大学、テキサス大学
＜自治体、公的機関＞
テキサス州政府経済振興局、
Research Triangle Foundation など
＜ベンチャー支援組織＞
Tech Ranch Austin

＜企業＞
IDEO社、Airbnb社
＜大学、研究機関＞
スタンフォード大学、SRI International、
PARC
＜ベンチャー支援組織＞
500 startups
＜ベンチャーキャピタル＞
Global Catalyst Partners社
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発表内容　①「けいはんなにおけるイノベーションの創出への提言」
　　　　　②各社における事業革新プラン

日程 訪問地 主な訪問先

〈図　プログラムの流れ〉
現地プログラム訪問都市

ノースカロライナ州
ローリー

カリフォルニア州
サンフランシスコ・
サンノゼ

テキサス州
オースチン

　　

オースチンにて
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究都市推進機構の柏原理事長（関経
連副会長）よりけいはんなの概要に
ついて講話を受けた。また、中核機
関の情報通信研究機構などを訪問
し、多言語音声翻訳の技術など世
界の最先端を走るけいはんなの技術
を目の当たりにする一方で、より充
実した交通インフラの必要性などの
課題を共有した。

■現地研修

　９月の現地研修では、前半に米国
国務省の企画による交流プログラム
としてノースカロライナ州ローリー、
テキサス州オースチンを、後半に当
会がアレンジするプログラムとして
カリフォルニア州サンフランシスコ・
サンノゼを訪問した。
　ローリーでは、米国有数のサイエン
スパークであるリサーチ・トライアン
グル・パーク（ＲＴＰ）に進出するＩＴ
企業やＲＴＰの運営財団などを訪
問。ＲＴＰでは50年先を見据えたマ
スタープランを策定するなど、都市
の発展には大きな道筋を示すことが
重要であるとの説明を受けた。
　オースチンでは、テキサス州政府
の経済振興局などを訪れた。同州で
は、地域経済活性化のための産業
振興策として、州政府が５億円規模
のファンドを設置し、自州の利益に
つながると判断した企業や事業であ
れば、他州の取り組みであっても徹
底的に支援している。日本と異なる

官主導の地域振興施策について学
んだ。
　サンフランシスコ・サンノゼでは、
スタンフォード大学やベンチャー支
援組織、イノベーティブな米国企業
などを訪問した。シリコンバレーに
立地する全米トップクラスの大学で
あるスタンフォード大学では、大学
の役割は「教育」と「研究」にあり、
州や企業に干渉されずにこの２つを
自由に実施できる環境が重要である
とされている。また、アップル社の
マウスを世界で初めてデザインした
ＩＤＥＯ社や、宿泊サイト運営で注目
を集めるベンチャー企業のAirbnb社
を訪問。それぞれ、ユニークな会議
室やオープンなカフェを社内に設置
しており、従業員に遊び心満載のオ
フィスを提供することで、常にクリエ
イティブな発想を生み出せるよう工
夫している。こういった環境が、イノ
ベーションを生み出すシリコンバ
レーの原動力となっている。

■事後研修・研修報告会

　帰国後の事後研修では、現地研
修での学びをふまえグループ討議を
重ね、提案内容のブラッシュアップ
をはかった。
　12月18日には研修の集大成とし
て報告会を開催。リネハン駐大阪・
神戸米国総領事、松下関経連副会
長、研修生の派遣元企業の役員や
人事担当者らに対し、研修生はそれ

ぞれ米国での学び・気づきをふまえ、
ファンドや公的資金を活用したり、
リーンスタートアップの手法を取り
入れることなどを提案した。
　研修生の発表に対して、派遣元
企業の上司らは、高く評価するとと
もに、プランをさらに練りこみ実行
に移してほしいと激励し、今後の活
動に期待を寄せた。
　また、コーディネーターの定藤教
授、玄場教授、選考委員を務めた
在日米国商工会議所関西支部の松
本渉外・広報委員長からは、「研修
で学んだことや今日の気持ちを忘れ
ずに、今後の取り組みにつなげてほ
しい」といった言葉が贈られた。

プログラムの今後

　本プログラムは３年計画で実施し
ており、2013年度が最終年度にあ
たる。共催してきた駐大阪・神戸米
国総領事館と協議し、現行枠組み
での実施は終了するが、起業家精
神の涵養やイノベーション促進につ
いて企業の関心が高いことをふま
え、また、女性幹部候補の育成な
どケネディ新駐日大使の関心事項
や米国政府の方針なども勘案しな
がら、新たな枠組みでのプログラム
を立ち上げる。

(産業部 半田佑紀)
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